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　３月定例議会では、一般会

計予算・特別会計予算・企業

会計予算や条例改正など、合

計31議案を審議し、原案ど

おり可決いたしました。

　
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
32
億
3
、
5
0
0
万
円
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
予

算
増
の
た
め
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３
億
6
、
5
0
0
万
円
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り
町
税
収
入
が
１
億
2
、0
0
0
万
円
の
減
収

と
な
り
ま
し
た
が
、
か
わ
り
に
地
方
交
付
税
は
5
、
1
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
含
む
町
債
︵
町
が
借
り
る
お
金
︶
３
億
1
、0
0
0
万
円
を
予
定
し
て

お
り
、
町
債
の
合
計
金
額
は
、
５
億
4
、
3
2
0
万
円
で
す
。

　
歳
出
は
重
点
施
策
と
し
て
①
教
育
環
境
の
充
実 

②
子
育
て
支
援
・
保
健
医
療
の
充
実 

③
生

活
基
盤
整
備
の
推
進 

を
掲
げ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
出
産
祝
い
金
制
度
の
創
設
や
安
定
的

に
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
32
億
3
、
5
0
0
万
円

前
年
度
よ
り
３
億
6
、5
0
0
万
円 

︵
12
・
７
％
︶
増

一
般
会
計
の
特
徴
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特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
毎
年

の
ご
と
く
数
値
が
伸
び
て
お
り
、
今
後
、
予
防
医
療
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、若
干
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
３
年
計
画
の
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
が
最
終
年
と
な
り
、
管
渠
築
造
工
事
も
順
調
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
年
々
給
水
収
益
が
減
少
す
る
中
で
の
運
営
と
な
り
ま
す
。そ
の

中
で
資
本
的
収
支
に
お
け
る
企
業
債
の
借
り
入
れ
が
よ
う
や
く
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
54
年
に
建
設
し
た
姿
見
山
浄
水
場
は
30
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
返

済
が
終
わ
り
ま
し
た
。

年
々
増
額
す
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計

特
別
会
計
の
特
徴

各会計予算についての討論

　一般会計の予算は、32億3,500万円、前年度比

12.7％増で、重点施策として①教育環境の充実、

②子育て支援・保健医療の充実、③生活基盤整備

推進等、現在及び未来の人々が笑顔と安心、輝きと

活力に満ちた生活が送れるよう「人と自然が活き

づくまち」の実現を目指した内容になっています。

特に子育て支援としての出産祝い金、給食調理場

の建設等、行革しながらも期待の持たれる編成が

なされていると思いますので、賛成いたします。

町田勇佐久

行革しながらも期待が持てる予算

　平成21年度一般会計、国民健康保険、介護保険、

後期高齢者医療保険の各当初予算は、介護保険料

アップに象徴されるように町民に痛みを強い、不

要・疑問ある項目、具体的なまちおこし策も見え

ず、反対します。

　国負担の抜本的改善も必要であり、それなくし

て行政サービスの向上は難しいです。

　他自治体とも力を合わせ、またそれぞれの立場

で改善のための声を出し、行動していくことを訴

えます。

大野 雄

町民に痛み、まちおこし策も見えず反対
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●
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

問
　
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
子
ど
も
懇
談
会
で
こ
の
提
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
意
見
も
取
り

入
れ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
事
業
を

計
画
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
着
ぐ
る
み
を
予
定
し

て
お
り
、
公
募
に
す
る
こ
と
も
検
討
中
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
や
グ
ッ
ズ
展
開
と
組
み
合

わ
せ
て
、
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
、
ま
た
、

印
刷
物
等
に
使
用
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
完
成
時
期

は
未
定
で
す
。

●
ソ
フ
ト
使
用
料
、
リ
ー
ス
料

問
　
ソ
フ
ト
使
用
料
、
シ
ス
テ
ム
機
器

リ
ー
ス
料
が
多
く
な
い
か
。

答
　
５
年
の
契
約
終
了
後
、
再
リ
ー
ス
を

繰
り
返
し
て
７
年
間
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
サ
ー
バ
ー
の
入
れ
か
え
な
ど
に
よ

り
、
新
規
の
リ
ー
ス
料
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
選
挙
シ
ス
テ
ム
は
必
要
経
費
と

し
て
、
国
民
投
票
対
応
シ
ス
テ
ム
構
築
の

費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。
必
要
経
費
で
は

あ
り
ま
す
が
、
結
果
的
に
予
算
の
多
く
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
経
費
の
節
減
等
、
十

分
考
慮
し
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
で
は
で
き
な
い
の

か
。

答
　
専
門
的
部
分
は
、
職
員
で
行
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
簡
易
な
更
新
は

行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
郵
送
料
に
つ
い
て

問
　
町
の
郵
便
料
は
ど
の
く
ら
い
か
。
　

あ
ま
り
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ア
ル
バ

イ
ト
を
採
用
し
て
配
達
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
全
部
の
郵
便
料
は
把
握
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
か
な
り
の
金
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
雇
用
機
会
に
と
の
こ
と
で
す
が
、
郵

便
法
の
関
係
も
あ
り
、
難
し
い
で
す
。

　
郵
便
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
よ

い
考
え
が
あ
れ
ば
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

●
敬
老
会
の
内
容
は

問
　
敬
老
会
は
１
日
間
と
の
こ
と
だ
が
、

経
緯
や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
年
々
、
出
席
者
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
経
費
も
含
め
行
財
政
改
革
の
中

で
検
討
し
た
り
、
連
合
会
長
に
も
相
談
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
区
の
方
が
一

堂
に
会
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
か
ら
、
町
民
会
館
を
利
用
し

て
１
日
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
講
演

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

問
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
４
月
か
ら
、
Ａ
コ
ー
ス
の
森
下
・
日

向
山
コ
ー
ス
22
名
と
、
Ｂ
コ
ー
ス
の
大

畑
・
入
山
コ
ー
ス
13
名
に
分
か
れ
て
運
行

し
ま
す
。

●
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

問
　
定
額
給
付
金
の
事
務
費
が
多
い
が
、

短
期
間
で
準
備
す
れ
ば
低
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
　
７
７
２
万
円
の
国
庫
補
助
は
、
一
般

的
な
町
村
の
事
務
費
と
し
て
国
か
ら
示
さ

れ
た
金
額
で
す
。
全
部
使
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
経
費
節
減
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
繰
越
明
許
費

問
　
繰
越
明
許
費
が
多
項
目
で
あ
る
が
、

国
等
の
補
助
を
考
慮
し
、
当
初
予
算
に
は

組
ま
ず
、
補
正
予
算
と
し
た
の
か
。

答
　
平
成
21
年
度
以
降
に
予
定
し
た
事
業

で
す
が
、
国
の
緊
急
経
済
活
性
化
対
策
と

し
て
20
年
度
の
交
付
金
と
し
た
た
め
、町

で
も
速
や
か
に
実
施
し
た
い
と
考
え
、
補

正
予
算
と
し
ま
し
た
。

●
浄
化
槽

問
　
浄
化
槽
設
置
執
行
率
が
悪
い
。
緑
と

清
流
は
横
瀬
町
の
売
り
だ
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
浄
化
槽
の
設
置
は
こ
こ
２
、
３
年

減
っ
て
き
ま
し
た
。
希
望
者
が
あ
る
程
度

設
置
を
完
了
し
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
も
予
算
の
範
囲
内
で
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク

問
　
75
歳
以
上
の
方
が
人
間
ド
ッ
ク
に
か

か
る
場
合
、
補
助
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

答
　
75
歳
以
上
の
方
の
補
助
は
一
般
会
計

に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
じ
よ
う

に
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
水
道
の
給
水
事
業

問
　
水
道
料
金
の
収
入
予
測
が
だ
ん
だ
ん

減
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考

え
ら
れ
る
か
。

答
　
天
候
や
下
水
道
接
続
等
の
影
響
も
あ

り
ま
す
が
、
長
期
的
な
見
地
か
ら
と
ら
え

る
と
、
節
水
型
家
電
製
品
の
普
及
が
大
き

な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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条例の制定及び改正では、上程された11議案をすべて可決しました

■平成21年度予算

・一般会計ほか６つの会計

■平成20年度補正予算

・一般会計ほか５つの会計

■条例の制定

・横瀬町出産祝い金支給条例

・横瀬町墓地等の経営の許可

等に関する条例

・横瀬町介護従事者処遇改善

臨時特例基金条例

・横瀬町町民グラウンド条例

■条例、規則の一部改正

・横瀬町長等の給料の特例に

関する条例

・横瀬町職員の勤務時間、休

日及び休暇に関する条例等

・横瀬町高額療養費支払資金

貸付基金の設置、管理及び

処分に関する条例

・横瀬町介護保険条例

・横瀬町健康長寿奨励金支給

条例

・横瀬町ねたきり老人等手当

支給条例

・横瀬町スポーツ交流館条例

・横瀬町議会会議規則

■事務の委託

・横瀬町と秩父市の一般旅券

の申請受理及び交付等に関

する事務の委託について

■規約の変更等

・秩父広域市町村圏組合の

共同処理事務の変更及び

同組合の規約変更について

・秩父ふるさと市町村圏基金

出資金に係る権利を放棄す

ることについて

■認定

・横瀬町道の認定について

以上、可決

■人事

・横瀬町副町長の選任　

・横瀬町固定資産評価審査

委員の任命

・横瀬町教育委員会委員の任命

以上、同意

　
横
瀬
町
健
康
長
寿
奨
励
金
の
一
部
が
、
平
成
21
年
４
月
１
日

よ
り
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、﹁
奨
励
金
﹂
を
﹁
祝
い
金
﹂
に
改

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
条
中
﹁
77
歳
以
上
の
者
﹂
を
﹁
77
歳
、
80
歳
、
88

歳
、
90
歳
、
99
歳
の
者
及
び
当
該
年
度
中
に
1
0
0
歳
に
な
る

者
﹂
に
改
め
ま
し
た
。

　
77
歳
以
上
の
人
に
漏
れ
な
く
支
給
か
ら
節
目
支
給
に
変
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
財
政
上
の
問
題
も
含
め
、
反
対
討
論
２
名
、
賛
成

討
論
２
名
の
後
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

横
瀬
町
副
町
長
に

渡
辺
利
夫
氏
を
選
任

　
副
町
長
に
渡
辺
利
夫
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

横
瀬
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
浅
見
文
昭
氏

を
任
命

　
平
成
21
年
３
月
23
日
で
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
浅
見
文
昭

氏
︵
22
区
・
再
任
︶
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

横
瀬
町
教
育
委
員
会
委
員
に

小
松
由
男
氏
を
任
命

　
横
瀬
町
教
育
委
員
会
委
員
に

小
松
由
男
氏
︵
5
区
︶
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

提出議案一覧と審議結果

《３月定例会》

　
出
産
祝
い
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
出
産
を
奨

励
し
、
子
育
て
支
援
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
一
子
に
つ
き
、
３
万
円
の

出
産
祝
い
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
４
月
１
日

よ
り
施
行
と
な
り
ま
す
。

　
横
瀬
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
給
料
月
額
か
ら
町

長
10
％
、
副
町
長
5
・
5
％
、
教
育
長
２
％
の
減
額
を
引
き
続
き

平
成
23
年
１
月
23
日
ま
で
行
な
い
ま
す
。

横
瀬
町
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

出
産
祝
い
金
支
給
条
例

横
瀬
町
健
康
長
寿
奨
励
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

■健康長寿祝い金の内容
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一般質問一般質問一般質問一般質問

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

藤澤治美議員

近
隣
自
治
体
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討

まちづくり

地
域
活
性
化
交
付
金
等
を

他
事
業
に
回
せ
な
い
か

大野 雄議員

財
政
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
か
に

回
す
の
は
難
し
い
状
況

財　政

問
　
合
併
に
か
わ
る
も
の
と
し
て

総
務
省
よ
り
定
住
自
立
圏
構
想
が

示
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
当
町
が

立
ち
遅
れ
な
い
た
め
に
も
活
用
で

き
る
も
の
か
伺
う
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
秩
父
市

は
中
心
市
宣
言
を
３
月
議
会
の
最

終
日
に
行
な
う
と
の
こ
と
で
す
。

中
心
市
の
周
辺
の
町
で
あ
る
長
瀞

町
、
皆
野
町
、
小
鹿
野
町
と
連
絡

を
密
に
取
り
な
が
ら
慎
重
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
　
町
長
　
各
町
が
協
定
を
結
ぶ

内
容
を
吟
味
し
、
町
益
を
失
う
こ

と
な
く
独
自
の
も
の
が
盛
り
込
め

る
か
慎
重
に
対
処
し
ま
す
。

◆
横
瀬
町
ま
る
ご
と
公
園

構
想
に
つ
い
て

問
　
横
瀬
町
全
体
を
公
園
と
考
え

て
、
根
古
屋
城
址
公
園
整
備
事
業

に
伴
い
、
観
光
地
の
景
観
と
好
感

度
を
増
す
た
め
に
遊
休
農
地
の
活

問
　
国
は
地
域
活
性
化
交
付
金
等

を
増
額
し
た
が
、
そ
の
余
力
を
他

事
業
に
回
せ
な
い
か
。
ま
た
、
定

額
給
付
金
の
準
備
状
況
を
伺
う
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
・
総
務
課

長
　
地
域
活
性
化
生
活
対
策
交
付

金
3
、
9
0
0
万
円
は
、
地
域
活

性
化
に
役
立
つ
が
、
町
民
税
の
減

収
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
設
な
ど

が
あ
り
、
来
年
以
降
の
厳
し
い
財

政
を
考
慮
す
る
と
、
繰
越
金
や
予

備
費
を
用
意
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ほ

か
に
回
す
の
は
難
し
い
状
況
で

す
。
定
額
給
付
金
の
申
請
書
の
送

付
は
、
準
備
に
万
全
を
期
し
、
４

月
１
日
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

◆
町
内
企
業
の
雇
用
状
況
と

緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て

問
　
町
内
企
業
の
雇
用
状
況
と
緊

急
雇
用
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
振
興
課
長
　
秩
父
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
秩
父
郡
市

の
派
遣
契
約
解
除
者
は
約
4
8
0

名
で
、
横
瀬
町
で
は
20
名
く
ら
い

で
す
。
町
は
企
業
と
の
情
報
交
換

会
等
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

国
の
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
で

４
名
の
臨
時
採
用
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
融
資
の

認
定
は
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

根古屋城址公園の遊歩道

用
を
含
め
、
川
や
道
路
清
掃
に
予

算
づ
け
が
で
き
る
仕
組
み
が
考
え

ら
れ
な
い
か
伺
う
。

答
　
振
興
課
長
　
当
町
の
ほ
ぼ

全
域
が
武
甲
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
遊
休
農
地
の
活
用
を
推
進
し
、

農
業
の
振
興
を
図
り
、
景
観
形
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

定住自立圏とは、人口５万

人以上の中心市と周辺市町

村を結びつけ、地域住民が

定住できるように、医療網

や交通網などを整えた生活

圏のことです。
（総務省）

定住自立圏
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一般質問

定
額
給
付
金
を
景
気
回
復
の

一
助
に

若林スミ子議員

４
月
１
日
に
世
帯
主
宛
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す

定額給付金

◆
保
育
所
の
利
用
状
況
と

制
度
変
更
の
説
明
を

問
　
保
育
所
の
利
用
状
況
と
保
育

制
度
変
更
の
説
明
を
求
め
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
は
中
学

３
年
生
ま
で
の
無
料
化
要
望
が
強

い
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
参
事
・
い
き
い
き
町
民
課
長

　
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
横
瀬
町
に
は
お
り
ま
せ
ん
。

　
保
育
所
は
村
立
時
か
ら
長
い
歴

史
が
あ
り
、
法
制
度
に
従
い
、
今

後
も
保
育
行
政
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の
中
学

３
年
生
ま
で
の
無
料
化
は
財
政

上
、
現
段
階
で
は
難
し
い
状
況
で

す
。◆

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

問
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
の

バ
ス
運
行
と
土
曜
営
業
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
い
き
い
き
町
民
課
長
　
２

コ
ー
ス
で
バ
ス
を
運
行
し
て
も
乗

車
す
る
人
が
15
、
6
人
程
度
で
、

費
用
対
効
果
の
面
で
も
疑
問
で

す
。
土
曜
日
の
営
業
は
指
定
管
理

者
制
度
の
趣
旨
等
か
ら
現
状
で
は

難
し
い
で
す
。

問
　
待
望
の
定
額
給
付
金
が
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
。

消
費
拡
大
に
よ
る
景
気
刺
激
を
期

待
し
た
い
と
思
う
が
、
当
町
の
支

給
準
備
作
業
の
進
み
具
合
を
伺
う
。

答
　
総
務
課
長
　
住
民
基
本
台
帳

に
よ
り
基
準
日
を
２
月
１
日
と

し
、
３
月
16
日
か
ら
27
日
ま
で
に

給
付
対
象
者
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま

す
。
１
人
１
万
2
、
0
0
0

円
、
基
準
日
現
在
で
18
歳
以

下
と
65
歳
以
上
の
方
に
は
２

万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
４

月
１
日
に
世
帯
主
宛
に
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。
受
け
取

る
に
は
申
請
が
必
要
で
、
指

定
口
座
振
り
込
み
が
原
則
で

す
。
提
出
期
限
は
９
月
30
日

ま
で
で
す
。
広
報
な
ど
に
も

分
か
り
や
す
く
定
額
給
付
金

の
受
け
取
り
ま
で
の
概
要
を

載
せ
、
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

対
応
し
ま
す
。

問
　
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
家
庭

の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
支
給
さ

れ
る
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
定

額
給
付
金
と
一
緒
に
支
給
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

答
　
い
き
い
き
町
民
課
長
　
定
額

給
付
金
は
担
当
課
が
違
い
ま
す

が
、
並
行
し
て
実
施
で
き
る
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

横
瀬
町
財
政
の
今
後
の
見
通
し
は

若林新一郎議員

経
済
情
勢
の
激
変
に
よ
る
影
響
を

懸
念

財　政
問
　
平
成
16
年
に
示
さ
れ
た
﹁
横

瀬
町
が
合
併
し
な
い
場
合
の
一
般

会
計
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
﹂
は
、
横
瀬
町
の
合
併
を
考
え

た
と
き
の
判
断
材
料
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
毎
年
、
決
算
実
績
が

約
２
億
円
前
後
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
数
値
を
上
回
っ
て
い

る
。
今
後
の
歳
入
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
行
財
政

改
革
な
ど
の
成
果
に
よ
り
、
現
在

ま
で
お
お
む
ね
健
全
財
政
が
維
持

で
き
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
、
現
在
の
景
気
低
迷
の

影
響
が
徐
々
に
出
て
く
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
税
も
平
成
21
年
度
予
算
に

お
い
て
、
か
な
り
減
少
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
平
成

22
年
度
は
さ
ら
な
る
法
人
・
町
民

税
収
入
の
落
ち
込
み
の
ほ
か
、
個

人
住
民
税
に
も
影
響
が
出
て
く
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て

も
経
済
情
勢
の
激
変
に
よ
り
、
原

資
と
な
る
国
税
の
減
収
が
見
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響

が
平
成
22
年
度
以
降
、
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
お
り

ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問
　
人
事
評
価
制

度
に
つ
い
て

役場３階にて申請を受け付けています
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３
月
６
・
９
・
10
日
に
行
な
わ
れ
た

３
月
議
会
で
は
、
各
補
正
予
算
、
平
成
21

年
度
の
一
般
会
計
や
各
特
別
会
計
の
当

初
予
算
な
ど
を
各
議
員
が
真
摯
に

チ
ェ
ッ
ク
、
審
議
を
行
な
い
、
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
給

食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
に
地
方
交
付
税
約
１
兆

円
が
拠
出
さ
れ
、
横
瀬
町
に
も
地
域
活

性
化
交
付
金
な
ど
が
入
り
ま
し
た
が
、

経
済
恐
慌
の
中
、
そ
れ
を
大
幅
に
上
回

る
町
民
税
な
ど
の
減
収
で
、
町
財
政
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
国

保
や
介
護
保
険
な
ど
の
町
財
政
へ
の
圧

迫
は
、
危
機
的
状
況
で
す
。

　
子
育
て
支
援
も
、
も
っ
と
充
実
し
た

か
っ
た
。
貴
重
な
税
金
を
主
権
者
国
民

の
た
め
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
使
う
よ
う

国
の
施
策
を
改
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
署
名
や
選
挙
な
ど
多
く
の
場
面
で
、

国
民
の
声
を
強
め
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。︵
Ｔ
・
Ｏ
︶

　
　
　
委
　

員
　

長
　

若
林
ス
ミ
子

　
　
　
副
委
員
長
　

藤
澤
　
治
美

　
　
　
　
委
　
　
員
　

新
井
　
勝
之

　
　
　
委
　
　
員
　

大
野
　

雄

　
　
　
　
委
　
　
員
　  

町
田
勇
佐
久

　
　
　
委
　
　
員
　

大
野
　
　
守

編 集 委 員 会

　4 月
21日 横瀬町消防団歓送迎会会費 5,000円
23日 横瀬町茶業組合総会祝い金 3,000円

　５月
10日 横瀬町消防団第２分団壮行会会費 5,000円
16日 武甲鉱業鉱山保安式典終了後懇親会会費 3,000円
27日 横瀬町商業連盟総会後懇親会会費 3,000円

　６月
2日 横瀬町観光協会総会・懇親会会費 3,000円
7日 盆栽、さつき、山野草展示会・表彰式祝い金 3,000円

11日 秩父商工会議所平成20年度通常議員総会・懇親会会費
（２名含む） 15,000円

16日 ちちぶ農業協同組合通常総代会祝い金 5,000円

　７月
4日 矢尾直秀氏旭日小綬章受賞祝賀会会費 10,000円
8日 2008平和のための埼玉の戦争展　賛助金 3,000円
9日 2008原水爆禁止国民平和大行進　賛助金 3,000円

23日 武甲KYOSHINKAI 設立総会・懇親会会費
5,000円

　８月
2日 川西納涼大会祝い金 3,000円
3日 横瀬町消防団第２分団秩父支部ポンプ操法

大会慰労会会費 5,000円
9日 川東大納涼大会祝い金 3,000円

11日 横瀬観光ぶどう組合開園式祝い金 3,000円
14日 秩父音頭まつり祝い金 5,000円
15日 長瀞船玉まつり祝い金 5,000円
27日 社団法人横瀬町シルバー人材センター

設立総会・懇親会会費 5,000円

　10 月
25日 埼玉県職員秩父会定期総会・懇親会会費 5,000円
26日 奥秩父大滝紅葉まつり会費 2,000円

　11 月
3日 両神ふるさとまつり祝い金 5,000円

14日 横瀬町老人クラブ連合会米寿・喜寿祝賀会祝い金
3,000円

16日 ちちぶ荒川新そばまつり会費 2,000円
29日 菊花展覧会表彰式・懇親会会費 3,000円

　12 月
3日 秩父夜祭観光祭懇談会祝い金 5,000円
4日 2008年年末救援統一募金　賛助金 3,000円

11日 秩父地方報道連盟主催年末懇談会会費 10,000円
14日 小鹿野町・飯田鉄砲まつり観光懇談会会費 2,000円
18日 横瀬町消防団役員忘年会会費 5,000円
22日 秩父地域議長会定例会・懇親会会費 10,000円

（副議長含む）

　1 月
6日 秩父商工会議所平成21年新年初顔合わせの会会費

（６名含む） 7,000円
7日 秩父消防本部消防出初式・懇親会会費

（３名含む） 20,000円
13日 ＪＡちちぶ新年祝賀会祝い金 5,000円
30日 秩父青年会議所新年会会費 6,000円

　２月
2日 横瀬町観光協会新年会会費 3,000円
6日 弔慰元議会議員葬儀香典 10,000円

12日 武甲鉱泉郷旅館民宿組合新年会会費 5,000円
13日 横瀬町消防団・消防支援隊並びに同ＯＢ

との交流会会費 5,000円

　３月
5日 弔慰元議会議員葬儀花環代 5,000円

14日 清水良夫氏旭日単光章受賞祝賀会会費 10,000円
24日 町田恒夫氏消防庁長官表彰功労章受章祝賀会

5,000円

43件、合計23万1,000円を支出

人と人　おもいやりで　つながろう

　　　　　　　　　柳　ちさと（芦小４年）

ゴメンネは　心に伝わる　やさしい言葉

　　　　　　　　　小泉茉耶（横中１年）

見つめよう　人の尊さ　素晴らしさ

　　　　　　　　　浅見和彦（一般）

一般質問議長交際費


